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かぐや/SELENE搭載のSpectral Profilerのデータを用いた月面反射スペクトルの吸収
帯特徴の抽出とその可視化ツールの開発
Detection and Visualization of the Absorption Features of the Reflectance Spectra on the
Moon based on Data from Spectra
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日本の月周回衛星かぐやに搭載されたスペクトルプロファイラ（SP）は 0.5-2.6μmの可視-近赤外波長領域で、月表
面のスペクトルを全球で隈無く観測した。一般的に反射スペクトルは鉱物情報を含んでおり、SPのスペクトルを解析す
ることにより月面鉱物の情報を得ることができる。
　月面反射スペクトルを解析する手法にはいくつかあるが、その中でも Modified Gaussian Model (MGM: Sunshine et

al.[1990])　が最もよく使われる手法である。MGM は反射スペクトルを吸収帯ごとに分解し、特徴量を定量化するモデ
ルであり、分解した吸収帯の特徴を既知の鉱物スペクトルの吸収特徴と比較することすることにより、観測された鉱物
を同定することが可能となる。
　しかしMGM には問題がある。まずは大量処理に向いていないということである。オリジナルのMGM ツールは一

つのスペクトルデータ毎に処理を行い、結果を評価しながらチューニングを行うため、SPデータのように大量のデータ
（計１０ˆ７スペクトル）に適用するには処理に膨大な時間を要してしまう。もう一つは MGM の結果が視覚的に分かり
づらく、実際の観測点と対応づけて見ることができないという点である。
本研究ではこの二つの問題点に着目した。従来の MGM ツールを大量自動処理できるようにカスタマイズし、さらに

MGMの結果を視覚的に分かりやすくするための可視化ツールを開発した。MGMのカスタマイズは新しいプログラムを
追加し、SPデータを順に読み込ませることで大量自動処理を実現した。また、結果で出力されるものをパラメータごと
にまとめたものをファイルに保持するプログラムも付け加えた。可視化に使用する画像はかぐや搭載のMultiband Imager
(MI) の同時観測画像（SP観測時と同時に撮られた画像）を用いた。MGM の結果（例えば分解された吸収帯の中心波長
や深さ）の値に応じた、RGBカラーを割当て月画像上に表示した SP観測点に重ね合わせた。
講演では月の swirl地域を対象に、観測された約１０００個の SPデータにMGMを適用し、スペクトルを分解し、吸

収帯の特徴量を抽出した結果と、その可視化の結果について報告する。
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